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ポテンシャル障壁が実際に形成されるのかについて、ドーピング膜に対する X 線光電子分光法 (XPS) による測
定によって調べた。その結果、電極層に用いる高濃度にドープされたP3HT膜におけるイオン化ポテンシャルが、













































得た。このことも特性低下の要因の 1 つとなっていると考えられる。さらに、i 層を形成させる際に熱処理を行
うことや、トランジスタを動作させていく際に、オフ電流が増大してくるという問題も生じ、これはおそらく上
述したドーパントの拡散が疑われる。このことから、ドーパントが有機半導体層の間を容易に移動することが可
能であるという新たな知見を得た。このように、本研究においては、全ての層を有機膜で構成した有機トランジ
スタの実現に成功した。この成果は、今後全有機型のトランジスタを有機デバイスへ応用する研究を行う上での
重要な指針となると言える。また、トランジスタをより低コストかつ簡便に作製することは、有機デバイスへの
応用に向けて必要不可欠な要素であり、同時に従来よりも特性の高い素子を提案するために、適切なドーパント
材料を選定することや、様々な構造の素子を積極的に模索し続けていくことが有機エレクトロニクス分野におい
ては望まれている。 
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